
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路経年化率及び管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成29年度決算）
岡山県　鏡野町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

419.68 31.48 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法適用 水道事業 末端給水事業 A8 非設置 13,211

－

- 83.45 69.07 4,100 9,056 33.17 273.02 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率
　平成24年度以降は経営努力により100％以上を
　維持しており、黒字経営であることを示して
　いる。
③流動比率
  現金預金などの流動資産が負債を上回っている
  ため、比率は100％を超えている。起債など新た
　な借り入れを行っていないため、流動負債はほぼ
　横ばいであるが、H29年度は未払金が増加したた
　め比率が微減となっている。
④企業債残高対給水収益比率
　近年、新たな起債が発生していないため、残高の
　減少とともに比率も減少傾向にある。
⑤料金回収率
　平成24年度以降は平均以上で、ほぼ100％を維持
　しており、給水に係る費用が給水収益で賄えて
　いる。
⑥給水原価
　平成24年度以降は類似団体平均を下回っており、
　給水にかかる費用が抑制されていることを示し
　いる。
⑦施設利用率　⑧有収率
　近年は配水管の漏水も少なく、類似団体の平均
　以上の有収率を保っている。これに伴い施設利
　用率も平均以上を維持できており、施設規模、
　稼働状況が適正であると判断できる。

「経常損益」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

①有形固定資産減価償却率
　近年は大きな建設改良工事がなかったため、償却
　資産額は横ばいであるのに対し、減価償却累計額
　は増加していくため、償却率は増加傾向にある。
②管路経年化率
　H29年度中に法定耐用年数に達した配水管が計上
　されたため、経年化率が発生した。今年度から
　毎年、耐震化も兼ねた老朽管の更新を行っていく
　計画となっており、経年化率が減少するよう努め
　たい。
③管路更新率
　平成29年度からの管路更新事業の計画に基づき
　当年度も老朽配水管の更新を実施し、総管路延
　長に占める更新延長の割合が0.13%となった。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

収益的部分については、収入の大部分を占める給水
収益はほぼ横ばい傾向。会計基準の見直しに伴う収
益化の発生や、新規の起債が発生していないことが
変動要因としてみられる。
資本的部分については、管路整備率（普及率）や施
設整備がほぼ飽和状態にあり、工事も修繕が多い。
このため、新たな固定資産の発生は今のところ減少
傾向にある。
平成30年度以降も老朽管路の更新を順次行っていく
計画で、数年後には配水池等の大規模な施設更新も
予想される。このため、大きな増収の見込みがない
状況下では、収支の効率化をより一層図りながら不
要な資産の除却もあわせて進めていくことが今後の
課題である。「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」
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⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【113.39】 【0.85】 【264.34】 【274.27】

【89.93】【60.41】【165.71】【104.36】

【48.12】 【15.89】 【0.69】



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　平成25年度における各指標の類似団体平均値は、当時の事業数を基に算出していますが、管路更新率については、平成26年度の事業数を基に類似団体平均値を算出しています。

経営比較分析表（平成29年度決算）
岡山県　鏡野町

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

419.68 31.48 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 現在給水人口(人) 給水区域面積(km

2
) 給水人口密度(人/km

2
)

法非適用 水道事業 簡易水道事業 D3 非設置 13,211

－

- 該当数値なし 24.74 4,000 3,244 22.86 141.91 【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

　本町の簡易水道事業は、鏡野地区に3事業、奥
津・上齋原・富地区にそれぞれ1事業の計6事業があ
ります。平成30年度より、上水道事業へと統合され
ます。
　まず、収益的収支比率が100％を下回っています
が、これは簡易水道の地方債償還金のうち、元金分
への繰入金は収益的収入に入らないためであり、資
金不足によるものではありません。
　料金回収率から分かるように、施設維持管理に係
る経費のうち、半分程度しか料金収入によって賄え
ていない状況となっています。
　また、有収率は全国平均を上回っていますが、人
口減少等から施設利用率は全国平均を毎年度、下
回っており、料金収入の増額には結びついていませ
ん。
　維持管理費や修繕費等の経費節減を図り、効率的
な施設利用を一層目指す必要があると考えます。
　給水原価の増加は、再編成事業により借入れた起
債の償還が発生したためであり、今後も高い水準が
継続すると考えられます。
　企業債残高対給水収益比率が前年度よりも増、全
国平均も大きく上回っていますが、これは人口減少
等から料金収入が減額となっていることと、水道施
設再編整備事業により借入れた地方債残高が増えた
ためです。
　管路更新率は、全国平均を上回っていますが、こ
れは再編整備を進めてきたことによるものです。今
後は、老朽管の状況を精査しながら優先順位を決め
て、更新を行っていくべきだと考えます。

「単年度の収支」 「累積欠損」 「支払能力」 「債務残高」

2. 老朽化の状況について

　本町の簡易水道施設は、最も古いもので昭和60年
度に更新した管路となっており、全国的に見ても比
較的新しい施設となっています。
　また、水道施設再編整備事業により新設した管
路・施設も多くあり耐震化への対応も進んでいま
す。
　今後は、古い管路の状況を精査しながら、優先順
位を決め、投資の平準化を図りながら実施していく
ことを目指します。

「料金水準の適切性」 「費用の効率性」 「施設の効率性」 「供給した配水量の効率性」

2. 老朽化の状況

全体総括

　簡易水道事業は、施設が各地域に点在し給水人口
も少ないことから、各指標をみて分かるように経営
状況は厳しいものとなっています。
　その中で、平成30年度から上水道事業（企業会
計）と統合し、より一層の経費削減、サービスの向
上を目指します。
　しかし、企業債残高対給水収益比率が高いことか
ら、今後は起債等の借入を抑えた投資等を行ってい
き、サービスの向上を図る必要性があると考えま
す。

「施設全体の減価償却の状況」 「管路の経年化の状況」 「管路の更新投資の実施状況」

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 0.00 0.00 0.83 1.02 2.33

平均値 0.80 0.69 0.65 0.53 0.72

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 68.64 62.22 66.58 85.06 98.14

平均値 76.09 75.87 76.27 77.56 78.51

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値

①収益的収支比率(％)

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値

0.00

0.10

0.20

0.30

0.40

0.50

0.60

0.70

0.80

0.90

1.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値

平均値

0.00

500.00

1,000.00

1,500.00

2,000.00

2,500.00

3,000.00

3,500.00

4,000.00

4,500.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 1,692.75 2,000.00 2,725.16 3,851.20 4,138.08

平均値 1,113.76 1,125.69 1,134.67 1,144.79 1,061.58

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 39.60 38.05 41.88 44.10 34.84

平均値 34.25 46.48 40.60 56.04 58.52

0.00

100.00

200.00

300.00

400.00

500.00

600.00

700.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 557.87 551.53 505.11 483.03 640.93

平均値 501.18 376.61 440.03 304.35 296.30

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 47.98 48.90 48.50 46.51 46.03

平均値 57.55 57.43 57.29 55.90 57.30

65.00

70.00

75.00

80.00

85.00

90.00

H25 H26 H27 H28 H29

当該値 83.07 84.76 85.21 86.72 82.42

平均値 74.14 73.83 73.69 73.28 72.42

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対給水収益比率(％)

⑤料金回収率(％) ⑥給水原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧有収率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管路経年化率(％) ③管路更新率(％)

【75.76】 【1,141.75】

【74.25】【56.91】【292.18】【54.93】

【0.72】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


